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凡　
  
例 
　

�時
 
 
日
時　

�場
 
 
場
所　

�集
 
 
集
合　

�人
 
 
対
象
・
定
員　

�費
 
 
費
用　

�内
 
 
内
容　

�師
 
 
講
師　

�締
 
 
締
切
日　

�申
 
 
申
込　

�問
 
 
問
合
先　

�HP
 
 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

�ｅ
 
 
Ｅ
メ
ー
ル

「こうとう区報」は新聞（朝日・産経・東京・日経・毎日・読売）折り込みでお届けしていますが、区の施設や駅広報スタンドにも置いてあります。ご利用ください。

は
じ
め
と
し
た
区
の
Ｐ
Ｒ
事
業
に
役

立
て
て
い
き
ま
す
。

　

�時
 
　
８
月
７
日（
火
）午
前
９
時　
10

分
〜
お
お
む
ね
午
後
３
時　

分
30

　

�集
 
　
午
前
９
時　

分
、
江
東
区
文
化

10

セ
ン
タ
ー（
東
陽
４
―　

―

３
）６
階

11

第
１
〜
３
会
議
室　

�人
 
　
小
学
生
と

保
護
者（
保
護
者
１
人
に
つ
き
子
ど

も
２
人
ま
で
）計　

人（
抽
選
）※
介

40

助
が
必
要
な
方
は
別
途
ご
連
絡
く
だ

さ
い　

�費
 
　
無
料（
昼
食
は
各
自
持
参
）

　

�内
 
　
和
船
乗
船
体
験
・
が
す
て
な
ー

に
ガ
ス
の
科
学
館
・
え
こ
っ
く
る
江

東
・
夢
の
島
熱
帯
植
物
館
※
雨
天
時

コ
ー
ス
変
更
あ
り

　

�締
 
　
７
月　

日（
火
）必
着

17

　

�申
 
　
往
復
は
が
き
に
参
加
希
望
者

全
員
の
①
住
所
②
氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）

③
学
年
④
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒

　

―　

区
役
所
広
報
広
聴
課
広
報
係

135

８３８３

へ 

�（
３
６
４
７
）２
２
９
９

　

江
戸
時
代
か
ら
近
現
代
に
活
躍
し

た
多
彩
な
文
化
人
の
中
か
ら
、
江
東

地
域
ゆ
か
り
の
人
物　

人
を
取
り
上

54

げ
、
そ
の
遺
墨
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

深
川
を
活
動
拠
点
に
し
た
芭
蕉
を

は
じ
め
、
杉
山
杉
風
、
仏
頂
禅
師
、

度
会
園
女
な
ど
の
作
品
や
江
東
地
域

と
の
関
わ
り
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
。

江
戸
中
後
期
の
も
の
で
は
、
当
時
人

気
歌
舞
伎
役
者
・
七
代
目
市
川
団
十

郎
の
掛
軸
や
浮
世
絵
で
名
高
い
　L
 

飾

北
斎
の
短
冊
、
歌
川
豊
国
の
錦
絵
な

ど
を
展
示
し
ま
す
。
近
現
代
で
は
、

江
東
地
域
を
題
材
と
し
た
作
品
、「
深

川
の
唄
」
で
知
ら
れ
る
永
井
荷
風
や

「
人
生
劇
場
」
の
尾
崎
士
郎
、「
刺
青
」

の
谷
崎
潤
一
郎
な
ど
の
句
や
短
冊
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

�時
 
　　

月　

日（
日
）ま
で
午
前
９

12

16

時　

分
〜
午
後
５
時（
入
館
は
午
後

30
４
時　

分
ま
で
）　

�費
 
　
大
人
１
０
０

30

円
、
小
・
中
学
生　

円
50

子
ど
も
俳
句
七
夕
飾
り

　

天
の
川
に
願
い
を
か
け
る
夏
の
風

物
七
夕
飾
り
を
、
芭
蕉
記
念
館
ロ
ビ

ー
に
飾
り
ま
す
。
八
名
川
小
学
校
児

童
に
よ
る
色
と
り
ど
り
の
短
冊
に
書

か
れ
た
俳
句
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

�時
 
　
７
月
５
日（
木
）〜
８
日（
日
）午 

前
９
時　

分
〜
午
後
５
時　

�費
 
　
無
料

30

　

�場
 
　

�問
 
　
芭
蕉
記
念
館（
常
盤
１
―

６

―

３
）　
 

�（
３
６
３
１
）１
４
４
８

出
作
り
に
、
区
の
魅
力
の
一
端
を
感

じ
て
く
だ
さ
い
。
参
加
者
の
方
に
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
、
観
光
を

台
湾
の
李
登
輝
前
総
統

　
　
芭
蕉
記
念
館
に
来
館

山　¿ 区長と俳句交換
芭蕉記念館

区
ゆ
か
り
の
５４
人
の
遺
墨
を
展
示

江
東
地
域
ゆ
か
り
の
人
物

　

５
月　

日
に
台
湾
の
李
登
輝
前
総

３１

統
が
、芭
蕉
記
念
館
に
来
館
し
ま
し
た
。

　

李
前
総
統
は
、「
奥
の
細
道
」
ゆ
か

り
の
地
を
巡
る
た
め
、
奥
の
細
道
の

ス
タ
ー
ト
地
点
深
川
を
来
訪
。
芭
蕉

記
念
館
で
は
、
芭
蕉
直
筆
の
書
簡
や
、

元
禄
初
版
本
「
お
く
の
細
道
」、
芭
蕉

が
愛
好
し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
石

造
り
の
蛙
な
ど
を
熱
心
に
観
賞
し
、

同
館
職
員
の
説
明
を
興
味
深
そ
う
に

聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」「
平
成
狸
合

戦
ぽ
ん
ぽ
こ
」ら
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ

作
品
で
美
術
監
督
を
務
め
、「
ハ
ウ
ル

の
動
く
城
」な
ど
主
人
公
た
ち
が
い

き
い
き
と
動
く
舞
台
を
描
き
続
け
る

男
鹿
和
雄
展
ジ
ブ
リ
の
絵
職
人

お
　
　
　
　
が
　
　
　
　
か

ず

お

７/２１
（土）
から

男
鹿
和
雄
さ
ん
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

背
景
美
術
の
本
格
的
な
展
覧
会
。

　

�時
 
　
７
月　

日（
土
）〜
９
月　

日

２１

３０

（
日
） 
午
前　

時
〜
午
後
６
時
（
入
場

１０

は
午
後
５
時　

分
ま
で
）
※
８
月　

３０

１３

日
・
９
月　

日
・　

日
を
除
く
月
曜

１７

２４

と
９
月　

日
・　

日（
火
）は
休
館 

１８

２５

　

�費
 
　
大
人
・
大
学
生
１
、１
０
０
円
、

中
高
生
９
０
０
円
、
小
学
生
６
０
０

円
、
小
学
生
未
満
無
料
※
７
月　

日
２８

（
土
）は「
男
鹿
和
雄
展
こ
ど
も
の
日
」

と
し
て
高
校
生
以
下
無
料

男
鹿
展
こ
ど
も
の
日
イ
ベ
ン
ト 

吉
永
小
百
合
原
爆
詩
朗
読
会

　

�時
 
　
７
月　

日（
土
）午
後
２
時
〜

２８

　

�人
 
　
小
学
５
年
生
〜
高
校
生　

人
５０

（
抽
選
）　

�費
 
　
無
料　

�締
 
　
７
月　

日
１７

（
火
）必
着　

�申
 
　
往
復
は
が
き
に
住

所
・
氏
名
・
学
年
・
電
話
番
号
を
記
入

し
、
〒　

―　

三
好
４
―

１
―

１
東
京

１３５

００２２

都
現
代
美
術
館「
男
鹿
展
イ
ベ
ン
ト
」

係
へ　

�場
 
　

�問
 
　
東
京
都
現
代
美
術
館

（
三
好
４
―

１
―

１
）

 

�（
５
２
４
５
）４
１
１
１

7　月

１
日　

森
下
朝
顔
市
（
深
川
神
明
宮
、
森

下
商
店
街
・
森
下
１
）

７
日　

越
中
島
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン
（
越
中

島
１
）

７
日　

深
川
ゆ
か
た
美
人
コ
ン
テ
ス
ト

（
深
川
江
戸
資
料
館
・
白
河
１
）

　

日　

隅
田
川
花
火
大
会

２８
　

日
・　

日　

産
業
ま
つ
り
（
江
東
区
文

２８

２９

化
セ
ン
タ
ー
・
東
陽
４
）

▲さまざまな熱帯・亜熱帯の植物が生い茂る「夢の島熱帯植物館」

▲「となりのトトロ」（１９８８年）美術ボード
 �Ｃ １９８８ ニ馬力・Ｇ

世帯と人口
前月比（±）（平成１９年６月１日現在）

＋ ６６０世帯２０８,５３６世帯世　帯

＋ ８６０人４４４,４４４人人　口

＋ ４４６人２１３,７３９人男台
帳
人
口

住
民
基
本 ＋ ３９７人２１３,５６０人女

＋ ２７人７,７３５人男登
録
人
口

外　
国　
人 － １０人９,４１０人女

※世帯数は、外国人登録を除く。

３９.８０ km2面　　積

　

見
学
後
、
山
　¿
 

区
長
と
の
俳
句
交

換
が
行
わ
れ
、
李
前
総
統
が
念
願
の

旅
の
ス
タ
ー
ト
に
「
深
川
に 

芭
蕉
を 

慕
ひ
来 

夏
の
夢
」
と
詠
み
ま
し
た
。

深
川
に 

芭
蕉
を
慕
ひ
来 

夏
の
夢

 

李
登
輝

山
　¿
 

区
長
は
そ
の
場
で
短
冊
に
書
き

「
古（
い
に
し
え
）の 

旅
路
を
祝
う 

若
葉
か
な
」
と
、
旅
路
を
祝
う
と
と

も
に
李
前
総
統
の
若
々
し
さ
を
新
緑

の
季
節
の
若
葉
に
た
と
え
、
句
を
詠

み
ま
し
た
。

山
　¿
 

区
長
か
ら
杖
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

そ
の
後
、
場
所
を
芭
蕉
記
念
館
分

館
の
芭
蕉
庵
史
跡
展
望
庭
園
に
移
し
、

芭
蕉
庵
の
あ
っ
た
小
名
木
川
を
眺
め
、

芭
蕉
の
坐
像
の
前
で
山
　¿
 

区
長
が
杖

を
贈
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
芭
蕉
稲
荷
神
社
を
訪
れ
、

途
中
の
沿
道
で
は
、
地
元
の
方
が
お

茶
や
お
菓
子
を
振
る
舞
う
な
ど
下
町

ら
し
い
光
景
も
。
終
始
、
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
、
李
前
総
統
は
芭
蕉
ゆ

か
り
の
地
を
楽
し
み
、
奥
の
細
道
巡

り
へ
深
川
を
後
に
し
ま
し
た
。

　
「
水
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
設
定
し
た

各
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
り
、
体
感
す
る
ツ

ア
ー
で
す
。
親
子
で
夏
休
み
の
思
い

古
の 

旅
路
を
祝
う 

若
葉
か
な

 

山 

孝
明

▲山　¿ 区長と俳句交換する李登輝台湾前総統
▲江戸時代の歌舞伎役者・
七代目市川団十郎の掛軸

和船乗船・環境施設で水を感じる・考える

　

李
前
総
統
が
句
を
詠
ん
だ
後
に
、


